































































































































































































































































































































































































































　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　べったく　　 　ゐ 　 びやうさ　 で　 　　 　　 ぎ　 　　 ところ ひぎと　 　　 　　 　　 びやうき　 おも
　　～別宅をして居たが病気が鐵たので～儀八郎の所へ引取られたけれど～病気も重り
　　　うち　　　で　　　ぎ　　かえ　　　　　　　　　　　　しんぱい　　　　　ゐ　　　　　　おんな　　しがい　　　　　　　　　ぎ　　　　　ひきあげ　　　み
　　～家を出た切り帰らないから～心配して居ると～女の死骸があると聞き～引揚て見
　　　　　　　　　　　　い　　　こと　　　　　　かあい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　や　　　　　　もの　　ると～おみきであったと言ふ事だが可憐さうに～ドソブリ遣った物と見えます（東
　　京絵入　　fl弓　IO．2．13）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　か　おみきの行動は帰らないまでである。引揚て見たのは叔父のようである◎可
あい
憐そうにからは，記者の言である。66文節の文であるが，「が，ので，けれど，
と，や」や中止法が用いられ，長たらしく曲折して，しまりがない。この種の
社会記事には，203文節のものもあった。（東京絵入　明10．2．13）とくに，東京
絵入には，こういつた傾向が多くみられた。記者の教翻的意見が加わって「早
　　　　　　　　　　　　　　　　みなさん　ごようじんく二人とも心を改めればいいが」「婦女子も御用心なさいまし」と書きそえた
ものも，この種の記事に多いQ
　1，　波多野完治氏「新聞交章の心理学」規代文章心理学第三編　（昭25。12）
　2．　読売瓢聞から見た日本文化の80年（昭30．3）
4　表　記
すでに与えられた紙面もつきたので，簡単にルビについてだけ触れておこう。
　　　　　　　　　　　　　　　　68
小新聞の文章は，漢字平がなまじり文であり，右側に総ルビが施されている。
本文の漢掌は5号活字であり，ルビは7号活字である。
　　ほんこうはごろもてう　　べんてん　　この　　　　　　　　しゅふく　　　　　　　けいだい　　がうかわ　　さくら　　すほんうゑつけ
　　本港羽衣町の辮天は此抵どから修覆にかかり境内の両測へ桜を数本植付ました（仮
　　　　　　　　　o　　　　　　●　　　　　　o
　　名読　明10．2．24）
このように，本文の漢字語（漢字を憶いて表記された語をさす。）の音や訓を（い
わゆる宛字や熟字訓を含む）あらわす一類がある。（これは，鬼板の漢字語のよみ
方を推定する好資料となるものである。）
　　ばかげ　　　　けん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じんりぎしや　　ひい　　　く　ら
　　艶気た一件（東京絵入　明10．2．13）人力車を曳て活計す（東京絵ヌ、明10．2．27）
　　こんや　　　　　　　や　め　　かヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ホニほたわけ
　　今夜はモウ廃止て帰らう（仮名読　明10．2．13）大痴漢ではありませんか（幻象絵入
　　　　　　　　　　　お　はり　　とめ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　nBIO．2．13）巡益に止られたさうだ（東京絵入　明10．2．27）
このように本文の漢字語からいえば，ルビがその意味をあらわしている一類で
ある。読み下す立場からいえば，ルビ側が，よみの本体である。もっとも，上
記のうちあとの2例は，漢字の側でも読める。しかし文の調子からいうと落着
かない。
　つぎに，漢字語が本交としての権利を放棄して，文字遊戯的なものになり，
書き手の頓智の才をみせるといった式のものがある。次の例は，古今集の序文
の冒頭をもじって，爾南戦争を茶化したものである。
　　やまおとこ　　ひと　ふところ　あて　　　　　ようつ　ことがら　　　かぎつけ　　　　　　　か　　こきんしう　　ほ　し　が　き　　山師男は人の懐を昌的にして万の事件をぞ嗅附にけると鹿の児禽醜の九州餓鬼にあ
　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
　　　とを　　る通りだが～（仮名読　明10．3．27）
　また，つぎのようなものもあるQ
　　ど　こ　　しんぶん　　みん　　いくさ　　こと　　みるかた　　みし　　　　　　　　め　　たこ　　い　か　　　　　　うる　　そう　　　　　　まし　　何処の新聞も皆な戦争の事で潜客も耳にヲツト眼に蜻で烏賊にもお五月蠣ござい升
　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　團　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　（響マ）
　　ふが（仮名読　明10i　3。24）
　とくに仮名読にみられる傾向である。全国新聞雑誌評判記（明治16年刊「明
治交化全集」17巻所収）に，魯文について，世の中にない熟字をならべると評
しているが，このようなものも含まれるのではないかと思われる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ふり　小新聞のルビは，ほとんどが本交として読み下せるものばかりであった。傍
がなめあて　　　か　なよみ訓鐵的の仮名読にかな違い（仮名無明10．3．7）とあるのをみても，ルビの側
　　　　　　　　9で読み下すのがよみの本体だったのであろう。
　漢掌漢語オンリーの時代であったから，漢字漢語に縁のうすい人々には，ふ
りがなが必要であった。小新聞が総ふりがなであるのは，こういつた配慮があ
　　　　　　　　　　　　　　　　　69
つたものと思われる。また，この形式は江戸戯作の伝統でもあった。
5　おわりに
　小新聞の初期のものにあらわれた，このような談話体の文章は，それから4
～5年のうちに，「なり，けり」式の文語文に侵食されていく。談話体のもっ
とも多くあらわれた読売について調査したところでは，読売雑謬（社説に相嚢
する）や，外国通信（特派員の報道）などから，交語形式がひろがっていくよ
うである。この変化は，談話体の文章自体に問題があるのか（たとえば，記事
文として冗長である。敬譲表現がわずらわしい。高級な報道をするためには，
むずかしい用語を必要とするので，この文体では，ゆきたけが合わなくなる。）
または，一般庶畏（とくに婦女子）を対象として発行していたものを，さらに
読者膚を上層に拡大しようとしたため，より普逓約な文体をえらんだためなの
か，あるいは，書き手の側に，何らかの問題が生じたのか（たとえば新聞とし
て大新聞のような権威を持ちたい）このへんの事情は，明らかでない。
　明治30年代になって，今度は言文一致運動に繭激されて，三面記事や家庭欄
などに，ボツボツ一語：文記事があらわれるようになる。雷文一致にも何がしか
の貢献をしたであろう。（注工）この文体は，その時まで，新聞から，ほとんど姿
をみせなくなるのである。
　1．　由本正秀氏「国語史よりみた現代1ヨ本性学の戒立」国議と国文学（昭25．4）
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